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〔表紙写真〕水田の冬景色（神戸市北区） .

最近，基盤整備事業などで激減した湿田の重要性が水辺の生き物保全との関連でよく話 

題にされる.一般のマスメディアでは，棚田の記事がこのごろ増えたような気がする.昔 

ながらの水田環境の消失が，水田を生活場所としてきた生き物たちの消滅をもたらしてい 

る.自分たちの育った原風景が失われるという危機感も，なつかしい水田の光景への想い

を強くしているのであろう。
レッドデータブックにはかなりの数の「水田雑草」が含まれる.水田の水草は， 開発や 

水質汚濁によって消滅している水草とは異なり，人間の意図的防除によって絶滅の危機に 

さらされることになったわけだが，今 や 「雑草」の繁茂する水田は貴重な自然である.水 

辺環境の保全を考える者がもっともっと目を向けなければならない環境のひとつが水田で 
あるにちがいない.

( 角 野 康 郎 )


